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2017年度 (H29)は りまエスペラン ト会総会 を開催 した。

3月 5日 (日 )「イーグレひめじ」のセミナー室Bで2017年度|ま りまエ

スペラン ト会総会を開催 した.12時から“Jarlibro 2017"に もとずき、

議事はすすめられた。活動計画、役員、前年度会計も承認されました。

出席者7名 、委任状4名 で過半数はクリアー しました。

第13回 ひめじ国際交流スプリングフエステイパルに参加した。

3月 5日 (日 )「イーグレひめじ」にて、展示コーナーとセ ミナー室で

2時間エスペラン ト会話教室を実施 した。

前 日から 展示 コーナーは設営 した。当日9時半集合 して、会場を

整えた。いつ ものよう|こ春 |ま 人があつまらない6会話教室もベ トナムの

学生が顔を出 したが、単なる説明だ :す だった。神戸から応援にか :すつけ

ていただいた磯貝 さんにも申し訳ありませんで した。昼時間の総会中は

展示 コーナーの留守番をお願い して、恐縮至極です。
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S‐ino liina estas tre C)ar】ma.

NAKAM班 硫 Masako

S‐ho 」増鵬血盪P器鋼覆iti 

“
ねs A13)■1ね田Ю. Si havas 23 jttЮin…

東京見物の後、大阪の大本関係者のお宅を拠点に、京都や奈良を観光 し

て、3月 23日 に姫路へやって来ました。ちょうど姫路の学習会の日で

吉田さん達が午後から学習会場に連れてきてくださいました。 大阪か

らTinaさ ん (彼女の名前が長いのでTinaと 呼んでくださいとのこと)、

一緒に宇佐美さん、竹国から小林さん、はりまから久保田、塚本、馬場、

三鍋、中村と計 9名が集いました。

Tinaさ んはものすごい勢いでしゃべるので なかなか聞き取れませ

んでしたが、塚本さんや小林さんが通訳してくださったので 内容はだ

いたいわかったつもりです。
Sia patrino estas Esperantisto.Tinaさ えノは 10年二前にユニス′`くラン

トを勉強しただけで、 今回 日本に来るにあたつて急きょ会話を練習

したようです。 それにしてもよくしゃべられるもんだなと感心しまし

た。 アルゼンチンの首都ブエノスアイレスに住んでいて、今はエスペ

ラン ト組織に働きながら大学に通っているようです。彼女はとても明る

く表情が豊かでハツラツとしてお り、たとえ言葉がわからなくても人を

引き付ける魅力がある人だと思いました。

過去にも姫路を訪れた Espemntistojは いたのですが 私は今まで

接する機会がありませんでした。 今回、海外からの Esperantistoを

目の前にして、ほとんど会話もできず、そのことは悔しいのですが、こ
ら、やって力ヽ同 Aル

鐘
`し
'ま

え:鰺躙靱鮨獨魃靱鼈謳
ことだなあ と痛感

しました。

次回はも う少 し会

話ができるよ うに

なっていたいです。

今回のことは と

て もよい経験にな

りました。 ありが

とうございました。
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Agustinaさ ん ようこそ姫路城ヘ

馬場祝栄

アルゼンチンから若いお嬢さんが姫路城見学にこられました。吉田さ

んからその旨電話が有りました時、KЮkodiloの私ですが、嬉しがりな

のでほいほいとご一緒させて頂きました。姫路城の中には竹日の小林さ

んと3人で入つたのですが、小林さんがご一緒で本当に助かりました。

千姫が徳川家康の孫で豊臣秀吉の子供の所に7歳で御興入れして、、、な

ど私には説明できません。長い廊下を歩きながら、ここから敵が下から

攻めてきた時石を

落とす所とか鉄砲

で撃 つ ところと

か、頑丈な本の扉

は男性が入つて来

ないようにとか、

私が思いつくまま

に説明するのを小

林さんは、訳 して

くれました。感謝

です。平成の大修

理が終わ つてか

ら、私も天守閣に

登るのは初めてです。以前より明るくなつている気がしました。階段が

急ですよとか、1頭上に気を付けてとか言いたかつたのですが、エスペラ

ントで、その場ではなかなか単語が出てきませんでした。その点大阪か

らご案内されてきた、宇佐美さんには、頭が下がります。Agustinaさ

んはいろいろ興味があるみたいでひとつひとつ丁寧に見学 し質問され

ていました。お菊の井戸の前では、これも小林さんに説明してもらつた

のですが、特に興味をもったようで、しきりに、のぞかれていました。

それにしても、彼女の流暢なエスペラントには、感服です。そしてこれ

がエスペラントの世界だと確信しました。彼女が若いだけにすばらしく

良かつたです。日本の若者にもこういう世界があるということを知って

ほしいとつくづく思いました。
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Fabelo pri vento kaj balmbuaro

風 と竹林の話      塚本 猛 仁tak 1970,2017)

エスペラントを始めて 1年少し経っ た頃に、子供の頃におばあさんに聞

いた話を書いていました。初心者の頃の怪しげなエス文は少し修正しま

した。おばあさんの元の話し方は思い出せませんが、ちょ

っと分かりにくい日本語 (熊本弁 ?)をつ :す ます。

Ti。 。kazisjaIIl antai bnga ttmp。 ,記d ankorau oni memoras gin_

Iu knabeto vivis feliee kun Siaj gepatFOj_La dol■ o en baimbuaro ne

estis tiel bela,sed li sentis tre konte■ ta pro la gepatra amo.:К [ialn li

L五象s dekjara,ha patrhO briHs alla hndO de spirit衝 .La kllabo

inebris pro sh pat五 ■1(),sed h braVe tOb量 Sla m虚 倉OjOn_

Li havis unu iuton k巧 o金e blovis gin.La iuto estis donaco de la

pat五nO.Si mem漁五S ttn porla amata五 10.

音々の話しばってんな。あっとこに子どんと、父ちゃん母ちゃんで幸せ

:こ暮 らしとったってっ.竹林ん中ん家 !まあんましきれいじゃなかったば

ってん、親 :こむぞがられとったと。子どんが十歳になったとき、母ちゃ

んの死なしたて。子どまそ うにゃ泣こごたったばってん、気張ってこら

えとったと。そん子は笛ば持っとって、よう吹きよったつ。そん笛は母

ちゃんの、子どんがむぞらしかちゆうてこさえてやらしたとばい。

Pasis ke■ aj monattj.

:[」a patro prenis■ ovan edZinOn,eaF,kiel kOIIlerCiStO,li eStiS tFe 01食 ;e

devigata forlasi la knabon sola.I」 a nova patrino lle estis bona por la

habO_Si kaFeSiS lin kianl la edZO eeeStaS,Sed batiS li■ kianl li

trestas.Nttbartt sc五蓼 S la ed質 )■ p五 la batado,sed h ne suspektis

盤n kuba,Oar Si estis tiel bela,(k毒 )di五S,ke tb ettaS nuF punO el S濃

an■0.:POSte li deFl■ andiS la edZinOn kial Si puniS.I」 a duOnpatrinO

riprOeis la knabO■ malbOna,1■ Lald丑igenta."La bubo eiam nurludas

iutOn ham宙 ne estas hejme.Gi neniom helpas E登 .1'

そっから何月か経ったてち6

父ちゃんな商売んあって、よう子どんぱ一人にせなんだった :ナ ん、また

嫁さんば貰わ したてっ。そん嫁さんな子どんにようしてやらっさんかっ

たつ。父ちゃんの居らす としゃが、むぞがらしたばって

ん、居らっさらんとしゃが、子 どんば打ったたきよらしたとよ。近所ん
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人たちん、そるば父ちゃんに百わしたとばつてん、嫁さんのそうなもん

むしゃんよかけん、悪かて思わっさんで、「そら、むぞかてちやしつけ

んとしゃが」て言いよらした。後かっ父ちゃんはかくさんに「なして打

ったたいたつか」て訊かしたとよ。かくさんな、子どんのこつば「怠け

もんでしょんなか」て悪 う
~言

うたてつ。「あん子は父ちゃんのおらっさ

んとしゃが、手伝いも何もせんで笛ばっかる吹いとっとじゃけん。」

La patFO deViS iri alla ee■■rbO.La vaago nece摂 )s tFi mOnatttn.La

knabeto petis kiel.Ilemordonacon de li tuepenikon kaj tuestonon por

ekzercigi en hteroj.Post la eliro la duonpatrinO pli severigis,

kruelieis.Si donis lnallga3on alli nur unu‐ fojoll por plena

diur■0,ktt siigtt labO鸞 曇la mdsatan knabetOn.Li skribis leteron」

la patrO,ke ht可 蛇venu.Li pbrtt e■ la bambuaro,ktt blo宙 s ma18oje

la laut。.."L[i ne deziras tucpenikon nek tuestonon,nllr vi paOjo

revenu tuj al Ⅱlil"

父ちゃんな都 :こ行かんなんごつならした。 3月 もかかってつ。子どま、

勉強すっ:すん土産に筆と硯の欲 しかって頼んだつ。饉て行かしてかっ、

そん継母はそうなもんむぞかこつばさすつごつならしたてこ

子どんにゃ日に一回しか飯ばやらんで、たいがぁひだるかつば、働かす

っだけ働からせらしたと。そる:す ん子どま父ちゃんに、「早よもどって

はいよ」て手紙ぱ書きよったつGそ っで竹林ん中で泣きながる笛ば吹き

よった。「筆も硯もいりまっせん、とうちゃん、早よ戻ってきてはいよ。」

La knabo■ l kaptillte la villino diris,ke li banu sin."ヽ ri devas esti laca,

КieSigu."Si enitts lin en ban両 on,盤五s ijЮn,Varme誤麟S la akVOn.

PrO la trOa varmegeco,likis en la ba■ lujo,!'varmegel eligu mm,

eligu imlin!W sedla v涵 .。 ne eesぉ ,male tt brte pusis lin en la

var1llegan akvon.

そん嫁さんな子どんば捕まえてかっ、風呂に入れらしたって。「きつか

ったやろ、ゆっくりしなっせゴて、子どんぱ風呂|こ入れてかる、火ばお

こして湯ばわかしたと。子どんは、お湯んたぎってかっあんまし熱かも

んで、「熱かばい、出してlまいよ、出してはいよ」て泣いたてち`そ る

ばってん嫁さんな聞きなはらんで、たぎっとる湯ん中、押 し込ましたつっ

くdaurigOta ell la sekvanta numero〉

ｒ
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D‐roザメンホ フに感謝す る集 い

4月 14日 (金)「イーグレひめじ」ボランティア室にて、10時から、

ザメンホフ博士の没100年 (1917.4.14)を記念して集まった。

ザメンホフを偲び、エスペラン トとの出会いを感謝するために

みんなでザメンホフの演説を朗読し、峰さん宛の色紙 |こみんなで寄せ書

きをした。後、会場内の"ミ レー"で昼食会食をし、親睦を深めたc

璽

=

<Mo■o deコLemburOI>
中西明子 (1992/4)、 小西美佐子 (1992/4)、 中川幸子 (2007/01)

以上三名の会員が3月 末をもつて退会されます。

誠に残念ですが、これからもエスペラン トにご尽力いただきま

すようにお祈 りします。ありがとうございました。

4月 1日 現在ではりまエスペラン ト会は18名 の会員となります。

<KOngresq>
今からでも 参加は間に合います。
6月 3日 ～ 4日  第64回 関西エスペラン ト大会

大阪大学会館 (阪急石橋駅より徒歩10分

7月 22日 ～29日  第102回世界エスペラン ト大会
ソウル  (ハ ングック外語大学会館 )

11月 3日 ～ 5日 第104回 日本エスペラント大会

かながわ労働プラザ (ヌ石川町駅徒歩3分 )
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ie, kiam, kiuj kunvenis kaj kune lernis?
<姫路 :イーグレ第 4会議室>学習傷会は午後 1時半～4時

1月 26日 (木)中 村、大前、三鍋、馬場、中川

2月 16日 (木)中 村、三鍋、大前、中川

CDエクスプレスと “KARLO",学力検定試験問題

3月 23日 (本)中 村、大前、馬場、三鍋、吉田、塚本、久保田

“S― im Tinaを囲つての交流会。

<加古Jl::生活創造文化センター>学習優会は午後 1時～ 4時
2月 12日 (日 )塚本、馬場、多田、
エスペラン ト入門コース兼用おも:こ 『 ドリル式エスペラン ト入門」

<Skajpo>学習は毎週水曜日 20時～21時
1月 11, 18, 25日  2月 1, 8, 15. 22日
3月 1, 8, 15, 22, 29日  延べ 44名、 14.8時 間

Pri ``la makulita bendo″  Aventuroj de Serioko Holmso ``

Kie, kiam ni kunvenos?

★姫路 (第 4木曜日,午後 1時半～4時,イーグレ第 4会議室)

4月 27日、 5月 25日 、6月 22日 、7月 27日 、3月 24日

☆加古川 (午後 1時～4時,生活創造文化センター「かこむ」)

エスペラント入門コース継続都度予定、第 2、 第 4土曜日か日曜日

“「 ドリル式エスペラント入門」抜粋使用

★Skajp。 (毎週水曜日 20時～21時 )

ネットの"Aventuroj de Serloko Holmso“ ボヘミヤの醜聞"使用

編集後記、: 総会も終わり、アルゼンチンからの突然の来客で、はりま
エスペラント会もあたらしい風が吹こうとしています。特に、7月後半のソウ

ルでの世界大会の前後、日本に足を延ばすエスペランチストも多いいのでは

ないだろうか。今から心の準備も必要かもしれません。
‐ ☆★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
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